第３学年　学活　略案
１　日時　令和　７年　月　日（　）
２　学年・組　第３学年　
３　題材名　「あなたなら何を使う？～おたすけグッズ体験をしよう！～」
４　特別活動（学級活動）
　　学級活動を通して望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級や学校におけるより良い生活づくりに参画し諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる。
５　本時の目標　
　　・それぞれの道具を使ってその特徴を知る。
　　・道具を使うことで自分への気づきや、人によって便利さに違いがあることを知る。
６　本時の展開
	時間
	学習活動
	〇留意点　

	導入




５分





展開




５分







25分




















まとめ





10分




	１　こんなこと「あるある？」
３つのイラストから授業中でのそれぞれの困り感を共有する。
発問：「みなさんはこんなことありませんか？」（スライド）
1 授業中嫌な音がして気になる、イライラ、集中できない
2 集中できなくなってきてそわそわしたり、体をうごかしたくなったりする
③ 誰かに見られている気がして、気になってしまう
発問：「他にも授業の時にこまっていることは何かありますか？」
・ねむくなる
・ぼーっとしてしまう
・分からない時に困る
２　「あなたなら何を使う？」～おたすけグッズを体験してみよう～」



発問：「今日はみんなが安心・集中する手助けをしてくれるグッズを知ることがめあての学習をします。」

３　支援グッズの使い方を紹介
それぞれ支援グッズを見せて、どういう時に使えそうかスライドで確認していく。
・イヤーマフ・・・嫌な音・集中したい
・バランスクッション・・・体を動かしたい・落ち着きたい
・パーテーション・・・集中したい・周りが気になる

４　グッズを体験する
説明（スライドを見せながら）「今から５つのミッションを出します。」
「班の中で順番を決めてミッション発動したら２０秒で止めます。」
「一度止まったら、順番の人はどれを使うのか選んでください。」
「使うのは1個です。」
「本番のミッション発動は４０秒です。」








ミッション①
「大声で早口言葉を言ってください。」（ただし耳元で大声はやめてください）
ミッション②
「②番の人をひたすら、ちらちら見てください。」
ミッション③
「ひたすら難しいプリント（TV）をみんなで心の中で読みします。」
ミッション④
「超ていねいに漢字を書く」
ミッション⑤
「TV（または先生）を見て無言でシーンとしてください。」



５　感想タイム
ワークシートへ記入し発表する（数名に発表してもらう）
「どの場面で何を使ったか。」

発問：「どうしてそれにしたのか発表してください。」
・うるさかったからイヤーマフ
・見られるのが気になるからパーテーション
・集中できなくてバランスクッション

６　まとめ（スライド）
「支援グッズは大人の社会でも使われている会社等もあります。」
(例)
「授業の時に困ることは人によって様々です。」
「友達に目を向けて困っていることに気づくだけでもその友達も救われることもあります。
１声をかける
２見守る
３あえて見ない、そっとしてあげる
７　振り返り
ワークシートに記入
	〇吹き出しをめくり、心の声が分かるようなイラストを提示
（スライド）









〇実物を見せる。









〇固定の順番を決める
※一人１個のミッションを行う事を説明する



















〇それぞれのミッションを板書として残しておきそれを確認しながら発表できるようにする。

※同じミッションでも「使っているものが違う」「同じものでも選んだ理由がちがう」等のズレを取り上げてそれぞれの感じ方の違いを確認する











必要物品：各７～８個　　イヤーマフ　　パーテーション　　バランスクッション　ワークシート各種

